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新
し
い
世
紀
を
迎
え
、
最
初
の
号
を
送
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
大
学
で
は
、

少
子
化
の
時
代
を
本
格
的
に
迎
え
、
入
試
や
学
生
事
情
な
ど
様
々
な
面
で
変
化

が
見
ら
れ
る
こ
と
が
日
々
の
新
聞
に
お
い
て
も
報
道
さ
れ
て
い
る
。
同
志
社
大

学
国
文
学
専
攻
に
お
い
て
も
、
今
後
、
様
々
な
新
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
く
こ

と
に
な
ろ
う
。

今
号
は
、
玉
村
文
郎
先
生
の
退
職
記
念
号
と
し
て
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

収
録
論
文
は
、
玉
村
先
生
の
も
と
で
薫
陶
を
受
け
た
若
い
学
徒
の
も
の
を
中
心

と
し
た
。
玉
村
先
生
の
ご
専
門
で
も
あ
る
語
彙
や
日
本
語
教
育
に
関
連
し
た
論

文
の
他
、
文
法
、
敬
語
、
文
字
に
つ
い
て
の
論
文
な
ど
、
幅
の
広
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
玉
村
先
生
の
指
導
に
よ
っ
て
様
々
な
分
野
に
お
い
て
専
門
的
な
研

究
者
が
育
っ
て
い
る
こ
と
は
、
玉
村
先
生
の
幅
の
広
い
学
識
の
お
か
げ
で
あ
り
、

永
年
に
わ
た
る
真
摯
な
御
指
導
の
賜
物
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
号

に
、
一
〇
編
の
論
文
、
三
編
の
研
究
ノ
ー
ト
が
集
ま
り
、
記
念
号
を
編
む
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
大
い
に
慶
び
た
い
。
各
論
文
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
意
欲

的
な
研
究
を
提
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
大
方
の
ご
批
正
を
仰
ぐ
と

と
も
に
、
こ
れ
ら
の
若
い
研
究
者
が
さ
ら
な
る
研
鑽
を
積
み
、
新
し
い
世
紀
に

大
成
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
藤
井
俊
博
）

執
筆
者
紹
介

石
和
田
秀
幸
（
千
葉
県
立
木
更
津
東
高
等
学
校
教
諭
）

藤
井
俊
博
（
本
学
教
授
）

米
澤
昌
子
（
本
学
留
学
生
別
科
嘱
託
講
師
）

真
仁
田
栄
治
（
大
阪
国
際
大
学
非
常
勤
講
師
）

修

徳
健
（
中
国
青
島
海
洋
大
学
助
教
授
）

茨
木
伸
介
（
京
都
精
華
女
子
中
学
高
等
学
校
教
諭
）

金

裕
成
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

橋
本
和
佳
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

河

京
植
（
韓
国
慶
南
昌
原
市
天
光
学
校
教
師
）

佐
尾
ち
と
せ
（
本
学
留
学
生
別
科
嘱
託
講
師
）

燕

（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

村
田
昌
巳
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
マ
ッ
セ
イ
大
学
大

学
院
博
士
課
程
）

藤
井
涼
子
（
本
学
文
学
部
嘱
託
講
師
）



同
志
社
国
文
学

第
五
十
四
号

二
〇
〇
一
年
三
月
一
五
日

印
刷

二
〇
〇
一
年
三
月
二
〇
日

発
行

編

集

藤

井

俊

博

田

中

励

儀

発

行

同
志
社
大
学
国
文
学
会

（
代
表
）

玉

村

文

郎

京
都
市
上
京
区
今
出
川
通
烏
丸
東
入

振
替

〇
一
〇
九
〇
｜
二
｜
二
七
三
七

印
刷
所

共
同
印
刷
工
業
株
式
会
社

京
都
市
右
京
区
西
院
久
田
町

『
建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
』
後
半
の
世
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